
令和７年度  八王子市立大和田小学校 学校経営計画 

八王子市立大和田小学校長 徳丸幸夫 

Ⅰ 目指す学校  

１  目指す学校像 

(1) 底力のある学校       ＜組織力の向上＞ 

(2) 子供の可能性を引き出す学校 ＜主体的に自己を高める＞ 

(3) 家庭・地域と共にある学校  ＜社会全体の教育力を高める＞  

２ 目指す児童像（教育目標） 

(1) よく考えて勉強する子ども（知）・・・重点目標 

(2) 思いやりのある清らかな子ども（徳） 

(3) 健康で明るい子ども（体） 

３ 目指す教師像 

(1) 社会の常識をもち、教育公務員として全体の奉仕者であると自覚し行動する教師    

(2) 常に研修に励み、指導力の向上を目指す教師 

(3) 家庭との連携を充実し、児童理解に基づいた指導により、個々の児童の成長を図ることのできる教師 

(4) 教育課題の解決に向け、組織的な学校運営に参画する教師 

＜服務について＞ 

 組織的な学校運営の推進と服務について 

（１）各職種に応じた職務を適切に執行する。 

       ① 業務進行管理の点検・整理、業務進行の際の事案決定手順の徹底を図る。 

      ② 市の環境基本計画に基づき、コスト削減、資源節約に全教職員で務める。  

（２）服務事故防止に努める。 

     ① 体罰や交通事故等の服務事故の発生を未然に防止するため、職員会議等において月 1 回以上、研修を実施する。 

     ② 私費会計及び、個人情報の取り扱い規定を徹底し、毎月の確認と改善点の検討を推進する。  

 

Ⅱ 中期的目標と方策               

◎今年度の取組目標と方策  (１)教育活動の目標と方策（２）重点目標と方策を示す。本計画は、教育課程の重点事項を明確にしたものである。  

構  想 重点事項 中期的な取組目標 目標達成のための具体的な手立て 指  標 

学校の底力を 

つける 

 

<組織力の向上> 

安全教育、防災教育の 

充実 

児童が危険を予測し 

回避する能力等を高

める。 

○「日常的な安全指導」における一声（ひとこえ）指導の徹底を図る。 

（都安全教育プログラムの活用） 

SNSによるネットトラブルの防止、携帯電話の家庭ルールの呼びかけを行う。 

○ 児童の発達段階に応じて「自助」「共助」の知識と実践力を高める防災教育の充実を 

図る。 

○自己評価  

○安全に対する児童の意識

の変化 

 

国が進める教育振興基本計画では、「ウェルビーイングの向上」をめざしている。ウェルビーイングとは、身体的・精神的・社会的に良い状態にあることを

いい、短期的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福をつかむ概念を示す。 

＜具体的に取り組む教育活動例＞ 

〇個別最適な学びと協働的な学び、確かな学力の育成  〇特別支援教育、いじめ・不登校対応    〇地域や家庭で共に学び合う環境整備 

〇キャリア教育・職業教育、課題解決型学習      〇豊かな心、健やかな体の育成、安全教育  〇国際交流、多文化共生等 

(関連する主観的指標) 子供の姿 

〇自分には良いところがある 〇将来の夢や希望を持っている 〇授業の内容がよくわかる 〇勉強は好きと思う 〇自分の幸福感 〇友達関係の満足度 

〇自分と違う意見について考えるのは楽しい 〇人が困っているときは進んで助けている 〇学級をよくするために互いの意見の良さを生かして解決方法

を決める。 〇地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う 〇先生は自分のいいところを認めてくれる 〇困りごとや不安がある時に先生や学校

にいる大人にいつでも相談できる   → 本校は、以下の中期的目標と方策を掲げ、教育活動全体を通じてウェルビーイングの向上に努める。                             

      



道徳教育、 

キャリア教育の充実 

特別活動等の充実と

再構築を図る。 

○児童会、委員会活動、たてわり遊び等を通して、系統的にリーダー、フォローアー等

の育成を図る。発表の場を工夫し、児童の自尊感情を高める。 

○自尊感情や自己肯定感を高める「いいところ応援計画」を発達段階に沿って１学年１

実践継続して取り組む。（あったか言葉、ブレーンストーミング、ボランティア、 

いいところ見つけ発表等） 

○発表や活動の場を提供 

  

○自尊感情や自己肯定感に

関する意識調査 

環境美化の推進 課題意識をもち、具

体的に動くことので

きる体制の整備を進

める。 

○教室、廊下の掲示物の工夫、花植え、栽培活動（大和田っ子ガーデン）等を通して、 

環境の変化に気付くよう、指導を工夫する。 

○ 集中し、日常の清掃活動ができるよう指導の徹底を図る。 

○学校関係者評価、 

外部評価                                                                                                           

子供の可能性を

引き出す 

 

<主体的に学び 

自己を高める> 

GIGA スクール構想の 

推進 

（授業改善） 

組織として、質の高

い授業づくりを目指

す体制を構築する。 

○授業の土台となる系統的な指導内容の徹底を図る。 

○校内研究を通し、ユニバーサル・デザイン等を意識した「わかりやすい教え方」への

改善を図る。 

〇新学習指導要領の意義を踏まえると共に、ＯＪＴ指導体制や教職員の相互の学び合い

を活発にする。 

○児童による授業評価等 

 

生活指導の充実 授業規律の確立と基

本的な生活習慣の定

着を図る。 

○児童理解、人権意識を基盤とした指導を通して、児童がより豊かな人間関係を結ぶた

めの場つくりを進める。 

○聴く指導の徹底を図り、ＴＰＯに応じた言動ができるよう指導する。 

〇「特別の教科 道徳」の授業を要に道徳教育を積み重ねると共に、「いじめ防止基本

方針」に沿っていじめ防止に努める。 

○学校関係者評価 

特別支援教育の充実 組織的な指導体制を 

確立する。 

○スクールカウンセラーや特別支援教育コーディネーターを核とした校内委員会を中心

に支援を検討し、授業レベルで個に応じた具体的な指導を進める。 

○個別の指導方針の明確化 

体育、健康教育の充 

実 

体力の向上と基本的

な生活習慣の定着を

図る。 

○体力テストの分析結果を体育の補強運動に取り入れるなど指導を工夫する。 

○基本的な生活習慣の定着のため、あいさつ、歯みがき、早寝、早起き、朝ごはん等の 

重点実施期間を設け、家庭と連携し習慣化を支援する。 

○翌年の調査結果 

○重点実施期間の達成状況 

家庭・地域と共

にある学校づく

り 

<社会全体の教育

力を高める> 

学校運営協議会との 

連携 

学校の情報発信と学

校運営協議会のより

一層の充実を図る。 

○学校だより、ホームページ等の作成を組織的に行う体制作りを進める。 

保護者の意識啓発として効果的な活用を進める。 

○学校運営協議会を学校と地域の相互課題を検討する場としての機能をもたせるなど、 

保護者、地域と共に教育活動を推進する。 

○目標更新回数、課題解決

の過程 

地域と共にある学校づ

くりの推進 

９年間の学びと育ち

を地域と共に考え

る。 

○授業改善につながる、小・中一貫教育のより一層の充実を図る。 

○幼稚園、保育園、学童保育、青少年対策育成委員会、スポーツや文化活動の団体等と

の連携を深める。 

○学校関係者評価 

学び合いの場の充実  地域の協力者との積

極的な連携を図る。 

○学校司書を活用し、利用マナーを指導し、保護者と連携を図り、稼働率の高い 

学校図書館にする。図書ボランティア、学校司書と連携を図り、読書活動を活発にす

る。 

〇ＪＡや近隣農家の方々の協力のもと、栽培体験を２・３・５年生で実施する。 

○貸出冊数、実施回数、  

児童の変容   

  


